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親子間教育費ル ー ル と学生生活 ・親子関係

一
大学生質問紙調査分析を中心 に

一

末冨　芳 （福岡教育大学 ）

層 1 問題設定

　日本の 教育費負担構造の特殊性は 、 授業料や

生活費とい っ た大学教育費に お い て大学生 （子

ども）の 親へ の依存度が高い とい う点にある。 平

成 16 年度学生生活調査の 結果か らも、 年間学生

生活費 （学費＋ 生活費 ）の うち下宿生 の 場合
70．4％を、 自宅生の 場合 60．7％を家庭からの 給付

に依存して い るこ とがあきらかとな っ て い る 。

　い っ ぽ うで 、 家計所得レベ ル の違い により、 親
の 教育費に 対して の 態度が分化して い るとい う

指摘もある （森永 2004
，p．60）。 全体として 、 家

庭へ の 依存度が高い とされる学生生活費では あ

るが 、 家計の所得レベ ル や親の 方針の違 い に よ

り， 家計か らの 大学生へ の 教育費支出構造は 多

様化して い るとも考えられ る。

　家計 （＝親 ）依存度の 高い とされる 日本の教

育費支出構造の 中で 、 大学生は じっ さい にはど

の ような親子間の 教育費ル ー
ル の もとで学生生

活をすごして い るの かを明らか に する こ とが本報

告の 第 1 の 課題で ある 。

　また、 教育費ル ール が大学生の 学生生活およ

び親子関係に対 し影響を与えて い るの かどうか

は検証され る必要がある 。

　教育費ル ール と大学生活との関連性に つ い て

は 、 親負担度の 高いパ ラサ イト大学生ほど怠惰な

学生生活をすごしやすい 、 大学教育費をア ル バ イ

トや奨学金によ っ て支出する学生ほ ど意欲的な

学生生活をすごすはずである 、 とい うよ うな仮説
が一

般的に は想定されるであろう。 い っ ぽ うで 、

大学教育費支出 の ため の 過重なア ル バ イト労働

は大学生 の 学生生活の マ イナ ス 要因ともなりうる

ケー
ス も想定で きる 。 本報告の 第 2 の 課題は 、 大

学生親子間の 教育費ル ール と大学生活との 関連

性を検証することに 置かれる 。

　またen，F間の 教育費ル ール は 、 大学生の 生活
だけで なく、 現在およ び将来 の 親子関係に も影響
を及ぼ すととらえられる。 「親に 対する態度は 、

自分や親の経済状態、過去の 援助関係に よ っ て

変化する功利主義的な態度」（山田 1995 ，p．45 ）

が社会的に 浸透して い く可能性が指摘され る状

況が ある 。 大学教育費は親から子へ の 「援助関

係」の 主要部分を占め るこ とから、 大学生の親に

対する意識に 影響 を与える こ とが想定 され る。

“

功利主義的親子関係
”

仮説の 妥当性を大学教

育費に限定して実証するこ とが 、 本稿の 第 3 の 課

題である 。

醺 2質問紙調査概要とデータの 特性

　本報告で は 、 筆者が 2005 年に実施した大学生
へ の 質問紙調査を用い る （昼間部、 フ ル タイム学

生）。 この質問紙調査は 2005年の 9 月から 11 月
に かけて九州地方の 同一県内に所在す る 1 国立

大学と 2 私立大学で筆者自身が実施 、 回収した

もの である 。 各大学の 教員免許法に定める教職

科目に お い て集合調査を行 っ た。 質問紙の 内容

は （1）教育費の収入と使途 （仕送り額 、 奨学金受

給の 有無、仕送 りや奨学金の 使途、ア ル バ イト状

況、授業料支払者）、 （2）大学生活の実態 （取得
単位における

”
優

”

割合 、 大学生活へ の積極度 、

就職 へ の 意欲等 ）、 （3）親子関係（父親との 関係、

母親との 関係、 将来の 恩返し意識等 ）で あ る 。 そ

の ほ か 家計所得、 保護者学歴等の 社会経済変数
に つ い ても質問を行っ た 。
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口 3 親子間教育費ル ール の分類

　本報告では 、 親子間教育費ル
ー

ル につ い て

大学生質問紙調査の結果に もとづ き質的分類と

量的分類を行っ て い く。

［1］量的分類

　まず大学生 の親子間教育費ル ール を
“
収入

”

面から量的に分析した。 今回 の 質問紙調査にお

い ては 1 ヶ 月の総収入額（仕送り、 ア ル バ イト、

奨学金含む）、 保護者からの 仕送 り額、 1 ヶ月の

ア ル バ イト額に つ い て の質問を行 っ て い る。 ［選

択肢 ：「な い 」（→ 0円 ）、 1 万円未満（→ 1 万 円 ）、

1〜3万円未満 （階級値 2 万円 ）、 3〜5万円未満

（階級値 ：4 万 円）、5〜10 万円未満（階級値 ：7．5

万円）、 10〜 15万円未満（階級値 12．5万 鬥）、 15
〜20 万円（階級値：17．5 万円）、20 万円飢 ヒ（→・

20 万円）］以上、 3 変数をクラス タ
ー分析にかけた

とこ ろ、下記の 3 つ の 類型が得られた。

第 1ク ラ ス弘第2ク ラ ス 9一第3 クラ ス タ

低収入 1
中　

7 高奴入 1　r尸 高級入 ！

N弓33曝 N可55N3104

驚 級艟】 1ケ月 の 総収入蜘 づ町 5．1013 ．299 ．52
星階級樹 保護髫 か らの 仕送 り

・
小

遣 い 月頬〔石円） L582 ，08 ＆ 47

儲 級値饕アル バ イ ト月額 〔万円 ） 2．73632L30

［2コ質的分類

　大学生の親子間教育費ル ール に つ い て質的な

検討を行おうとする際、重要で あるの は島［1999］

の 分析である 。 島（1999，p．192 ）では親と学生の

学生費負担 の 分担状況に よっ て  「親依存型」

（ア ル バ イトをしてお らず、すべ て の学生費を親

に 負担して もらっ て い るタ イプ ）、   「平均型」（学

生 費の ほとん どを親に 負担してもらっ ており、 自

分が得たア ル バ イト収入 を主に遊興費に 用い て

い る）、   「準自立型」（学費もしくは生活費の 大

部分を自分で負担して い る）、   「完全自立型」

（まっ たく家庭給付を受けてお らず、 学校納付金

などの 学費も生活費もすべ て 自分で 負担 して い

る）の 4 類型に 分類されて い る。

　島［1999］の 分類は、学費と生活費をあわせて

誰が負担 して い るの か とい う点を基準として い る

とい う意味で
“
収入

”
を重視して い るとい える。

本報告で は 、 学生の
“

収入
”
　だけでなく、

“

支

出
”

の うち 誰が授業料を支払うの かという

　保護者か らの 仕送 りの 有無x アル バ イトの 有

無 × 奨学金 ・ロ ーン 利用の有無 ×授業料大学生

本人負担の 有無 、 に注目する必要がある ことがわ

かる 。 この分類法に より、 最大 16類型が得られ

る見込 み となるが、じっ さい に 今回の サ ン プル 集

田に 分類法を適用 した結果 、 度数が 5 以上とな

づ た 13 類型に注 目し、さらに特徴的な教育費グ

ル ープ に分類したの が下図である 。
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圏 4 大学生活と教育費ル ール

質問紙調査に お い て、大学生活に関する 30 項

目の 質問を主成分分析に よ っ て 、 得点化した 。 教

育費ル ール （質的分類）別に 、 主成分得点平均を

示したの が下図である （一部 ）。
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　この結果からは親子間教育費ル ール は大学生

の学生生活に影響 を与える 、 とい う仮説は もっ と

もらしく見える 。 この 仮説をより詳細に検討するた

めに 、 大学生活に与える社会経済変数 （大学生

本人性別、大学設置形態、家計所得 、 親学歴、

きょ うだ い数 、 奨学金利用状況等）の 影響を多変

量解析によ っ て分析した 。

　以下 、 当日報告 。

■ 5親子関係と教育費ル ール

■ 6 考察
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